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はじめに
　本稿は，フランスの農村にある公立小学校で，全校
に学級が一つしかない単級学校の異年齢学級におい
て，「フレネ技術」を部分的に導入している「ビズ学
校」の教育実践について考察するものである。
　我が国では，主に「へき地」といわれる地域や農山
村部などの小規模校に，「複式学級」が存在する。それ
らの「複式学級」における「複式授業」の一般的な教
育方法は，次のような形である。二つの異なる学年の
子どもたちが一つの同じ教室において，空間として二
つの場に分かれ，それぞれの学年ごとで二つの授業が
同時進行される。教師は，二つの学年の間で「わた
り」を行い，「直接指導」と「間接指導」（時には「両
間接指導」）を行いながら，二つの授業を行う。
　一方，我が国の「複式授業」とは異なる授業展開を
行なっている異年齢学級における実践として，フラン
スの異年齢学級において「フレネ教育」を導入してい
る学級の実践がある。そこでは，子どもたちはどのよ
うに学び，教師はどのようにかかわっているのだろう
か。特に，全校に１クラスしかない単級学校の異年齢
学級では，「フレネ教育」がどのように導入され，ど
のような教育実践が行なわれているのだろうか。さら
に，フランスの農村にある異年齢学級として，どのよ
うな特徴をもった教育実践が展開されているのだろう
か。その一端を知るために，本稿では，筆者が２００９年
３月に訪問したフランスの「ビズ学校」の実践を取り
上げ，考察を行う。
　「フレネ教育」に関する先行研究として，「異年齢学
級」に焦点を当てた先行研究は，管見の限り，筆者の
５つの研究１）がある。
　一方，「フレネ教育」についての研究というわけでは
ないが，２０１０年１０月９日（土）の日本教育方法学会第
４６回大会（於　国士舘大学）において，筆者と同じ
「自由研究１」の会場で発表された赤星まゆみの発表
「フランスの新教育運動と実験学校芋　―異学年混成
学級の教育実践―」 ２）は，特に，フランスにおける学級
編成，学校規模，学級規模，異学年混成学級などにつ
いて参考になった。同じく，「フレネ教育」についての
研究ではないが，藤井穂高の論文「フランスの小学校
配置制度と「農村学校」」 ３）は，特に，フランスにおけ
る「公立小学校の基本データ」，「「農村学校」と広域学
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１）山形大学地域教育文化学部附属教職研究総合セン
ター
　本稿は，フランスのマイエンヌ（Mayenne）県，ボーモン＝ピエ＝ドゥ＝ブフ（Beaumont-
Pied-de-Boeuf）という農村にある公立小学校「ビズ学校（Ecole Bizu）」の異年齢学級において，筆
者が２００９年３月１２日（木）～３月１３日（金）の二日間観察した内容を中心に，同校の教育実践に
ついて考察するものである。「ビズ学校」は，全校に一学級しかない単級学校であり，筆者の訪問
時の２００９年３月には，CE１～CM２［小学校第２～５学年］の子どもたち２６名が一つのクラスで学
んでいた。「ビズ学校」においては，担任教師であり校長を兼務しているエルベ・ムレ（Herv姦 
MOULL勧）が，長年コンピュータの導入という独自性を発揮しながら，「フレネ教育」の「フレ
ネ技術」を部分的に導入した教育実践を展開している。また，教室には，「フレネ技術」と並んで
「フレネ教育」の重要な要素となる「学習材」も，豊富に備えられている。本稿では，セーヌ＝
エ＝マルヌ（Seine-et-Marne）県のモーホガール（Mauregard）にある「モーホガール初等学校
（Ecole Primaire de Mauregard）」の異年齢学級における教育実践との比較も部分的に交えなが
ら，「ビズ学校」の教育実践の特徴について考察していく。
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坂　本　明　美１）
フランスの「ビズ学校」における異年齢学級の実践
－「フレネ教育」の導入の視点からの考察を中心に－
校統合」について参考になり，本稿でも引用させてい
ただいている。
　なお，本稿では比較を行うために，筆者が２００９年３
月９日（月）～３月１１日（水）に訪問した，セーヌ＝
エ＝マルヌ（Seine-et-Marne）県のモーホガール
（Mauregard）にある「モーホガール初等学校（Ecole 
Primaire de Mauregard）」の実践も部分的に扱う。
「モーホガール初等学校」の実践については，『山形大
学紀要（教育科学）』第１５巻，第２号，２０１１年２月発
行，pp．１１～３５（１０５～１２９），に掲載された拙稿４）にお
いて論じているので，本稿と合わせてお読みいただけ
れば幸いである。
　ところで，「ビズ学校」における調査は，平成１８年度
～平成２０年度　独立行政法人日本学術振興会科学研究
費補助金（若手研究（スタートアップ））の交付を受け
て行なった，次の研究の一部として実施したものであ
る。「フランスにおける「フレネ技術」を導入した異年
齢学級と，日本の複式学級との比較」（課題番号
１８８３００１１）研究代表者：坂本明美（平成１９年度の途中
で育児休業等による中断）
　この科研費の調査として，フランスにおいて「フレ
ネ技術」を導入して実践を行なっている「異年齢学級」
で，筆者が訪問した学校は，下記の①～④の４校であ
る５）。
　①　マリー・キュリー学校（Ecole Marie Curie）：
セーヌ＝サン＝ドニ（Seine-Saint-Denis）県，ボビ
ニー（Bobigny）
　②　フレネ学校（Ecole Freinet）：アルプ＝マリ
ティーム（Alpes Maritimes）県，ヴァンス（Vence）
　③　モーホガール初等学校：セーヌ＝エ＝マルヌ
県，モーホガール
　④　ビズ学校（Ecole Bizu）：マイエンヌ（Mayenne）
県，ボーモン＝ピエ＝ドゥ＝ブフ（Beaumont-Pied-
de-Boeuf）
　さらに，フランスにおいては上記の４校以外に，比
較し参考にするために，次の⑤，⑥の２校においても
観察を行なった。
　⑤　Ｌ学校（公立小学校）：ジロンド（Gironde）
県，「フレネ教育」を実践に直接的には導入していない
異年齢学級（CP～CM１［小学校第１～４学年］の子
どもたちが一つのクラスで学んでいる全校１クラスの
単級学校）
　⑥　Ｏ小学校（公立小学校）：ジロンド県，「フレネ
教育」を実践に導入していない，公立小学校のCE１
［小学校第２学年］の単式学級
　なお，本稿は，２０１０年１０月９日（土）に日本教育方
法学会第４６回大会（於　国士舘大学）の「自由研究１」
で発表した内容６）の一部分について，特に「ビズ学
校」に関する部分に焦点を当て，さらに考察を深め，
同学会発表では扱わなかった内容も盛り込み，資料も
今回新たに翻訳して付け足すなどして，発展させたも
のである。発表当日，会場において貴重なご意見をい
ただいた方々に，この場をお借りして御礼申し上げま
す。
１ ．「フレネ教育」
　本稿で取り上げる「ビズ学校」は，「フレネ教育（la 
P姦dagogie Freinet）」の「フレネ技術（les techniques 
Freinet）」を部分的に導入している。そこでまず，「フ
レネ教育」 ７）について簡単に述べておこう。
　フランスの教育者セレスタン・フレネ（C姦lestin 
FREINET：１８９６～１９６６）は，第一次世界大戦に従軍
し，肺に弾丸を受けて負傷する。強い反戦の思いを
持って，フレネは１９２０年にバール・スュル・ルーとい
う村の学校に教師として赴任する。彼は，教師による
知識伝達型の教育を批判し，子どもたちの自由な表現
とコミュニケーション，子どもの興味を土台に据えた
教育，子どもたちが自ら「仕事（le travail）」を組織
していく教育，子どもたち一人ひとりの学習リズムに
対応した教育，子どもたちの自治による学級や学校の
組織化，個性化と協同化（協働化），などを追究した。
　フレネは，教師を中心とした協同的な教育運動を展
開しながら，「フレネ技術」とよばれる諸技術を形成し
ていくと同時に，多様な「学習材」を教師たちととも
に協同的に試行錯誤しながら開発していった。「フレ
ネ技術」とは，具体的に，「学校印刷」，「自由テクス
ト」，「学校新聞」，「学校間通信」，「学校協同組合」，「コ
ンフェランス［自由研究の発表］」，「仕事の計画」など
である。「フレネ教育」における「学習材」とは，子ど
もが主体的に学ぶためのものであり，例えば次のよう
なものがある。子どもたち一人ひとりの学習リズムの
多様性に応えるもの（分野ごと，レベルごとに発行さ
れており，「自己採点カード」のように，一人ひとりの
進度に合わせて個別学習を行うためのカードや，小冊
子のシリーズ，など）。子どもが興味・関心を持った
時にすぐに自分で調べられるように準備された資料
（『学習文庫（Biblioth完que de Travail：略して“BT
（ベーテー）”）』と呼ばれる子ども向けのテーマ別資
料小冊子のシリーズ，資料カード，など）。このような
「フレネ技術」と「学習材」が，「フレネ教育」を支え
５６ 坂本：フランスの「ビズ学校」における異年齢学級の実践
ている。
２ ．「ビズ学校」の概要　～フランスの「農村学校」に
おける「市町村間広域行政学校統合」～
　筆者は，２００９年３月１２日（木）～３月１３日（金）の
二日間，マイエンヌ県，ボーモン＝ピエ＝ドゥ＝ブフ
にある「ビズ学校」において観察を行なった。「ビズ学
校」は農村にある小規模校で，学校の窓から見える風
景としては，広大な緑の農地が果てしなく広がってい
る。「ビズ学校」という名称は，ジャン＝クロード・
フーニエー（Jean-Claude Fournier）によって創られ
た漫画の登場人物「ビズ」という名称からきており，
その「ビズ」という登場人物が同校のマスコットになっ
ている。担任教師はエルベ・ムレ（Herv姦 MOULL勧）
氏［以下，「エルベ」とする］で，彼が校長を兼務して
いる。「ビズ学校」のホームページに２０１０年７月に掲載
された文章によると，エルベは，同校で「フレネ教育」
を実践して１７年になるという８）。
　「ビズ学校」は，全校に１学級しかない単級学校で，
筆者の訪問時の２００９年３月には，CE１～CM２［小学校
第２～５学年］の子どもたちが一つのクラスで学んでい
た。２００９年３月時点の学年ごとの児童数の内訳は，次
の通りであった。CE１［小学校第２学年］が６名，CE２
［小学校第３学年］が８名，CM１［小学校第４学年］
が７名，CM２［小学校第５学年］が５名で，合計２６名。
特徴的なことは，次のように，ル・ビュレ（Le Buret），
プレオー（Pr姦aux），ボーモン（Beaumont）という
三つの市町村の間で，「市町村間広域行政学校統合
（Regroupement P姦dagogique Intercommunal）」 ９）
［以下，RPIと省略する］を行なっていることである。
以下，２００９年３月に学校に貼ってあった掲示物，及
び，エルベから聴いた内容をもとに，各学校について
「対象とする子どもたちの学年……学校名，市町村
名，児童数」という順に記しておく。
　①　保育学校の年少組・年中組……ユージェーヌ・
ルブレイ学校（Ecole Eug完ne Leblay），ル・ビュレ，
１７～１８名
　②　年長組・CP［小学校第１学年］……公立学校，
プレオー，１８名
　③　CE１［小学校第２学年］・CE２［小学校第３学
年］・CM１［小学校第４学年］・CM２［小学校第５学
年］……ビズ学校，ボーモン＝ピエ＝ドゥ＝ブフ，２６
名
　ここで，以下，藤井の記述をもとに，フランスの
「農村学校」における「市町村間広域行政学校統合
［RPI］」について少し詳しくみておこう。藤井による
と，RPIには次の２種類あるという。「１つは，完全な
統合であり，単級学校を集めて， １つの敷地内に１つ
の学校を設置するものである。もう１つは，学習期ご
との統合であり，各市町村には学校が残るが，特定の
学習期の児童のみを収容する。児童から見ると，学習
期に応じて通う学校が異なることになる。」 １０）藤井の記
述によると，前者は「集中型」，後者は「分散型」と分
類される。この分類でいえば，「ビズ学校」は「分散型」
に相当する。また，RPIは，「２００１年の時点では４７６８校
あり，そのうち，３７５５校（７９％）が「分散型」であり，
１０１３校（２１％）が「集中型」である」という。従って，
「ビズ学校」のような「分散型」が，RPIの約８割を
占めていることになる。さらに，その通学区域の広が
りをみると，「分散型」では平均２．８３市町村を，「集中
型」では３．４３市町村を含んでいるという１１）。また，藤井
は次のようにも述べている。「［……］１９９９年では，RPI
は合計で１３０６１学級を有しており，小学校の全学級数
の８．４５％を占めている。また，RPIの平均学級数は
２．９９学級で， １学級当たりの平均児童数は２０．２人であ
る。この年の小学校全体での平均児童数は２２．３人であ
るから学級規模に大きな違いはないといえる。」 １２）
　筆者が住んでいる山形県内の小規模校においても，
学校の統廃合が進んでいるが，上記の分類でいうと
「集中型」である。フランスにおいては，「ビズ学校」
のような「分散型」が約８割を占めていることは，我
が国との大きな相違点であろう。
３ ．「ビズ学校」における教育実践
　以上みてきたように，三つの市町村の間において，
「市町村間広域行政学校統合」が実施されている「農
村学校」の一校としての「ビズ学校」であるが，同校
ではどのような教育実践が展開されているのだろう
か。二日間の訪問であり，しかも，筆者の訪問に合わ
せて特別な内容が多く準備されていたり，学校行事に
向けての活動も含まれていたりしたため，同校の日常
的な教育実践の全体像を理解することは困難ではある
が，可能な限り同校の特徴を考察していきたいと思
う。
敢　コンピュータの活用
　同校の大きな特徴は，コンピュータを積極的に活用
していることである。担任教師エルベの教育実践歴は
特筆に値し，１９８０年代にいち早くコンピュータを導入
している。エルベ本人から聴いた話によると，当時フ
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ランス全土の学校においても，まだ３～４校くらいし
かコンピュータを導入していなかった時代であったそ
うである。２００９年３月の筆者の訪問時には，教室には
全部で８台のコンピュータが置いてあり，子どもたち
が活用していた。教室前方の黒板の近くには，クラス
全体で画面を見ることができるような，新しいデスク
トップのパソコンが一台置いてあった。また，教室の
壁面に向かって，ノートパソコンが４台とデスクトッ
プのパソコンが２台置いてあり，後方にもデスクトッ
プのパソコンが１台置いてあった。教室の見取り図を
【図１】で示しておく。
　子どもたちは，学習のさまざまな場面において，イ
ンターネットで検索を行なう。観察時には，Google 
Earthで筆者の日本（山形）の自宅付近を検索したり，
翻訳ツールで日本語とフランス語の翻訳を確認したり
していた。子どもたちは，調べたいことがあるとすぐ
にコンピュータのある所に移動して検索していた。そ
の様子から，彼らがコンピュータを日常的に使いこな
していることが容易に伝わってきた。
　さらに，【図１】では省略しているが，教室の隣にも
う一つ，広いスペースを備えた教室があり，図書とと
もに，やや古いがまだ充分使えるデスクトップのパソコ
ンが１３台置いてあった。筆者が観察した時，この隣の
教室の広いスペースを使って，子どもたちがダンスの
練習をしたり，クラス全体でそのダンスの発表を見て
感想を言い合ったり，演劇の練習をしたりしていた。
　ところで，「ビズ学校」は，２００９年に「農村部の小学
校デジタル化計画（Ecoles num姦riques rurales）」 １３）
の一校に選ばれた。小島によると，「国民教育省は，農
村部の小学校におけるデジタル化計画として，２００９年
度（９月～）に農村部にある小学校５，０００校に対し，
コンピュータの補充や電子黒板などの情報化資源の拡
充を図る予定」であり，「約５，０００万ユーロ（約６５億円）
が予算として充てられている」という。この「農村部
の小学校デジタル化計画」は，「２００９年３月末に発表さ
れたもので，５，０００万ユーロの予算を投じ，農村部の
小学校の教育におけるICTの活用を推進するものであ
る」。小島の記述によると，詳細については次の通り
である。「希望するコミューン（市町村）に対して，学
校の教育のための情報資源及び国民教育省が指定する
コンピュータや電子黒板などの情報化機器の購入に対
する補助金が交付される。政府は，こうした計画によ
り，全国の児童に対して，情報化に関する同等な機会
を与え，教育におけるICT環境を整備したいとしてい
る。」また，「同計画の対象となるのは，２，０００人未満の
コミューンにある小学校５，０００校である」 １４）。
　一方，筆者がインターネットで検索した情報による
と，２００９年１１月３０日に，「農村部の小学校のデジタル化
計画」のために，追加の１，７００万ユーロが与えられるこ
とが発表され，当初予定されていた５，０００校の代わり
に，６，７００校に至った１５）。
　小さな「農村学校」の「ビズ学校」ではあるが，フ
ランスにおいて，以前から既に他の学校にはみられな
いほどコンピュータの活用が盛んであり，「農村部の
小学校のデジタル化計画」の一校となったことによっ
て，今後もさらに「ICTの活用」は積極的に推進され
るであろう。
柑　「フレネ教育」の「学習材」の重要性
　教室はやや古く狭く感じたが，豊富な「学習材」が
備えられており，子どもたちの学びを支えていた。こ
こで「学習材」として「　」を付したのは，「フレネ教
育」の「学習材」は，「フレネ技術」と同様に特別な意
味を持つからであり，「フレネ技術」と「学習材」の二
大要素が「フレネ教育」の実践を基盤で支えているか
らである。「ビズ学校」において筆者が観察した範囲内
では，その「学習材」の多くが「フレネ教育」のシリー
ズとして発行されているものであった。
　例えば，『学習文庫（BT）』と呼ばれる子ども向けの
テーマ別資料小冊子のシリーズがある。これは，教室
にある棚に番号で分類・整理されていた。子どもがあ
るテーマについて興味・関心を持ち，「知りたい」と
思った時に，その興味・関心に即座に応えてくれる
「学習材」である。同じく「フレネ教育」のシリーズ
として発行されている「学習材」で，個別学習を進め
る上で，子どもたちの多様な学習リズムに対応するた
めに発行されている「学習材」のシリーズがある。例
えば，算数の計算問題など，分野ごと，レベル（段階）
ごとに種類を分けて発行されているもので，個人で所
有して使用する小冊子の「学習材」のシリーズ。同じ
く個別学習を進めるための「学習材」として，ファイ
ルに綴じて学級で共同使用して使うタイプの「学習
材」のシリーズ。同じく個別学習を進めるための「学
習材」で，フランス語の綴り，動詞の活用，応用問題，
読み方（lecture）の「自己採点カード」などの，学習
カードのシリーズ。これらをはじめとする多種多様な
「学習材」が教室には備えられていた。筆者が観察し
た時は，子どもたちは，上述した個別学習のための，
個人所有の小冊子のシリーズの「学習材」をよく使っ
ていた。
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【図１】「ビズ学校」の教室の見取り図（２００９年３月訪問時）
　子どもたちの学びと学校生活の拠点となっている教室。ここでは省略したが，隣にも教室がある。［作成：坂本明美］
　ところで，比較を行うために筆者が２００９年３月に訪
問したジロンド県の公立小学校のＬ学校は，CP～ 
CM１［小学校第１～４学年］の子どもたち合計１９名が
１つのクラスで学んでいる単級学校であった。この異
年齢学級では，「フレネ教育」を実践に直接的には導入
していなかった。このＬ学校の担任教師［校長兼務］
は，毎日４つの学年に合わせた学習材を準備するのが
本当に大変だ，と嘆いていた。一方，「ビズ学校」では，
上述したように，「フレネ教育」のシリーズとして発行
されている「学習材」で，多様なレベルに対応できる
「学習材」が活用されているので，「学習材」の準備と
いう面では，教師の負担はかなり軽減される。
　「ビズ学校」における「学習材」で，さらに筆者が注
目したものが，「フレネ教育」の実践として，子どもた
ちが製作した「アルバム（les albums）」［＝手作りの
本：筆者註］である。「ビズ学校」では，後述するよう
に，子どもたちが興味・関心のあるテーマについて探
究学習を進め，その成果を「アルバム」にまとめる。そ
して，完成した「アルバム」の内容を皆の前で発表す
ることが，「コンフェランス［自由研究の発表］」とし
て実践されていた。これらの「アルバム」は多数蓄積
され，教室の棚に，分野ごとに番号で分類・整理され
保存されていた。「アルバム」は，個人［あるいは共同
研究］の学びの成果が作品化されたものであり，その
作品が，他の子どもたちの学びのための「学習材」と
して貢献することになる。従って，ただ単に「保存」
されているのではなく，クラスの共有財産となってい
る。
桓　学年ごとにまとまる座席の配置
　座席は，【図１】で示したように，大まかに捉える
と，子どもたちが学年ごとにほぼまとまって座る配置
になっていたことが特徴的であった。これは，筆者が
２００９年３月に訪問した「モーホガール初等学校」の小
学生クラスにおける座席の配置と，大きく異なる点で
あった。というのも，「モーホガール初等学校」の小学
生クラスでは，できるだけ異学年の子ども同士が同じ
グループになるように配慮された机の配置になってい
たからである。比較するために，「モーホガール初等
学校」の小学生クラスの子どもたちが日常的に使用す
る教室の見取り図［２００９年３月訪問時］を，【図２】 １６）
で掲載しておく。
　ここで，「モーホガール初等学校」について簡単に記
しておこう。同校は，小学生クラスが１クラス，幼児
クラスが１クラス，合計２クラスである。参観時
（２００９年３月）の児童数は次の通りである。小学生ク
ラスは合計２０名で，CP［小学校第１学年］が４名，
CE１［小学校第２学年］が４名，CE２［小学校第３学
年］が５名，CM１［小学校第４学年］が３名，CM２
［小学校第５学年］が４名である。幼児クラスは合計
１３名で， ２～３歳が３名， ３～４歳が５名， ４～５歳
が１名， ５～６歳が４名である。なお，月曜日の午前
中に，障がいを持った８歳の女の子が１名，幼児クラ
スに通っている。以上のように，小学生クラスも幼児
クラスも，ともに異年齢学級である１７）。
　「ビズ学校」に話は戻るが，「ビズ学校」では，「集会
（la r姦union）」で話し合いをする時は，クラス全員が
輪になって着席するような座席の配置に変えていた。
棺　書くこと（e' cr ire）の重視
　「ビズ学校」では「書くこと」を非常に重視してお
り，筆者の観察時も，そのことが窺えた。担任教師エ
ルベが「ビズ学校」における実践について紹介した論
稿で，「フレネ教育」の教師向けの雑誌『新しい教育者
（Le Nouvel Educateur）』no．１４８，２００３年４月号に掲
載されている論稿１８）によると，「書くこと」の具体的
な実践として，「朝の文章（phrase du matin）」，「新
聞（journal）」，「アルバ ム（album）」，「単語探し
（chasse aux mots）」，「カード（fiche）」が挙げられ
ている。ここでは，「朝の文章」と「単語探し」につい
て述べたい。
　同論稿によると，朝，子どもたちはしばしば，自分
の創作を書くことから一日を始めるという。これが
「朝の文章」と呼ばれる実践であり，筆者の訪問時も
観察することができた。筆者が観察した内容，及び，
担任教師エルベや子どもたちが説明してくれた内容に
よると，各自がまず，ブロックノート［メモ帳のよう
なノート］に書きたい内容を自由に表現して書き，教
師に添削してもらう。そのテクストを，子どもたちが
コンピュータで入力する。これらのテクストは，「ビ
ズ学校」の「学校新聞」『Le petit journal de Bizu』に
掲載される。同校ではホームページを作成しており，
子どもたちのテクストを活字にした「学校新聞」『Le 
petit journal de Bizu』は，ホームページ上でも掲載
されるとともに，メールアドレスを登録している読者
にもメールで配信される。
　「単語探し」については，２００９年９月１５日付けの同
校の「学校新聞」『Le petit journal de Bizu』に，「単
語探しの使用法」についての文章が掲載されていたの
で，その記述１９）をもとに，以下述べていく。
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【図２】「モーホガール初等学校」の部分的な見取り図　（２００９年３月訪問時）
　小学生クラスの子どもたちが日常的に使用している教室
　［坂本明美「フランスの公立小学校の異年齢学級において「フレネ技術」を導入した，フィリップ・ラミの教育実践　―「マリ ・ーキュ
リー学校」と「モーホガール初等学校」における実践を中心に―」『山形大学紀要（教育科学）』第１５巻，第２号，２０１１年２月発行，p．
２３（１１７）］［作成：坂本明美］
　「単語探し」は，子どもたちにとって，語彙の検索，
単語の綴りの学習，記憶［＝暗記］のために役立つ。
　①　月曜日，クラスで一つのテーマを選ぶ。
　②　月曜日の夜，家で，一人ひとりがテーマに関連
する単語を探し，学習ノートに書いてくる。
　③　火曜日，クラスで，一人ひとりが辞書や「チェッ
カー（le v姦rificateur）」で単語を探し，ページ数と段
の数を自分のノートに書き留める。
　④　次に，子どもたちは綴りを言いながら教師に単
語を書き取らせる。コンピュータの書記担当の子ども
が，テクスト処理をしながら単語を入力している間，
教師は単語を板書する。他の子どもたちは，ノートに
単語を書き写す。
　⑤　黒板に単語や表現が３０個あるいは５０個並んだ
時，リストをストップし，それらを読む。
　⑥　時には，何人かができるだけ速く読み，［読むの
に］かかった時間をはかる。
　⑦　また，二つのグループに分かれて，リストをコ
ンピュータでできるだけ速く入力するコンテストを行
うこともあり得る。
　⑧　リストは一人ひとりに印刷され，ノートに貼ら
れる。
　⑨　水曜日には，木曜日に向けて，単語を読みなが
ら，それらをノートに書きながら覚える。難しそうな
単語を探して，それを何回も書く。
　⑩　木曜日の朝，教師は子どもたちに単語を書き取
らせ，子どもたちは，「書き取り（ディクテ）（dict姦e）」
のプリントにそれらの単語を書く。時には，ある子ど
もが別の子どもに書き取らせる。時には，「自己書き
取り（un autodict姦e）」になる。次に，一人ひとりが
確かめをして，それからリストを見ながら訂正する。
　⑪　間違って書いた単語は，改めて覚えなければな
らない。
　以上が「単語探し」の実践方法である。実際に，筆
者が同校を訪問した一日目の２００９年３月１２日（木），
「書き取り」をしている場面を観察することができた。
この時は，「５文字」［＝例えば，「chien（犬）」のよ
うな５文字の単語：筆者註］というテーマで「単語探
し」を行なったまとめとして，上記のプロセスの⑩に
相当する「書き取り」を行なっていた。子どもたちは，
大きい学年の子どもたちと小さい学年の子どもたちと
で，二つのグループに分かれて，時間差を設けて「書
き取り」を行なっていた。この日に観察し得た限りで
は，CE２～CM２［小学校第３～５学年］の子どもたち
と，CE１［小学校第２学年］の子どもたちとで，二つ
のグループに分かれて「書き取り」を行なっているよ
うであった。大きい学年の子どもたちも小さい学年の
子どもたちも共通して学習している単語であっても，
両者では書くスピードが異なる。そのため，座席はそ
のままにして，二つのグループに分かれて，最初に教
師が大きい子どもたちに単語を読み上げて「書き取
り」をしている間，小さい子どもたちは各自で，計算
問題など算数の小冊子の「学習材」に取り組んでい
た。「書き取り」では，教師が単語を読み上げ，子ども
たちがそれらの単語を耳で聴いて，「書き取り」のプリ
ントにその単語を記入していた。大きい学年の子ども
たちが一通り「書き取り」を終えて各自で確かめをし
た後，自己採点をしている間に，教師は小さい学年の
子どもたちのグループに単語を読み上げて「書き取
り」を行なっていた。大きい子どもたちは自己採点が
終わると，計算問題の小冊子の「学習材」に取り組ん
でいた。
　
款　個別学習への対応
　「フレネ技術」の一つに「仕事の計画［計画表］（le 
plan du travail）」がある。教師によってその実践方法
や「計画表」の内容も異なるが，「フレネ教育」におけ
る「仕事の計画」は，子どもたち一人ひとりが自分の
学習や活動について計画を立て，その「計画表」をも
とに，学習や活動の自己運営を行なうものである。例
えば，「フレネ教育」の創始者であるセレスタン・フレ
ネが１９３５年に開校し，現在でも存続している南フラン
スのヴァンスにある「フレネ学校」の小学校高学年ク
ラスを例に挙げてみよう。筆者が参観した時は，担任
教師がカルメン先生の時代であったが，次のように実
践されていた。子どもたちは，決められた期間につい
ての自分の「仕事の計画」を自分で立てる。クラスや
学校全体で取り組む学習や活動もあるので，子どもた
ちはそれらの内容も含めて学校での活動全体を見通し
ながら，自分の計画を立てる。その計画に従って，自
分で学習や活動を進めていく。彼らは学校に到着する
と，すぐに各自の「計画表」に基づいた学習にとりか
かる。従って，この「仕事の計画［計画表］」が無けれ
ば，子どもたちの学習や活動がうまく機能しなくなる
と言っても過言ではない。それほど「仕事の計画［計
画表］」は，子どもたちにとって重要な役割を果たし
ていた。そして，ある決められた期間の終わりには，
自己評価と，クラスでの相互評価を行ない，保護者や
教師にコメントを「計画表」に記入してもらってい
た。このように，子どもたち自身で自己選択・自己決
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定して，学習や活動を自主運営していくことは，「フ
レネ教育」において大切な要素となっている。
　しかしながら，「ビズ学校」では，この「計画表」を
実践に導入していなかった。このことについて担任の
エルベに尋ねると，「『計画表』を使おうとしたけれど
も，子どもたちはうまく使いこなせなかった。うまく
機能しなかったので不要である。」と答えた。ただし，
「個別学習」は実践されている。例えば，算数の計算
問題に取り組む場合であっても，「フレネ教育」のシ
リーズとして発行されている個別学習のための「学習
材」が，子どもたち一人ひとりの学習進度の多様性に
応えられるようになっているため，一人ひとりの学習
リズムに合わせて，それぞれ異なる計算問題の内容に
取り組むことが可能となる。実際に，「ビズ学校」に
は，このような個別学習のための「フレネ教育」のシ
リーズの「学習材」が豊かに備わっていることは，既
に述べた通りである。また，２０１０年１０月１１日付けの同
校の「学校新聞」『Le petit journal de Bizu』には，二
人の大学生が同校を訪問した時の様子について，子ど
もたちが共同で書いたテクストが掲載されている。そ
のテクストの中に，当日の午前中の学習内容の一つと
して，「CE２‐CM１［小学校第３・４学年］の個別学習」
という記述がある。また，その記述の次には，「CM２
［小学校第５学年］の評価」という記述もみられる２０）。
当日の様子については観察していないため明らかでは
ないが，この「学校新聞」のテクストの内容からも，
同校で「個別学習」や何らかの「評価」の活動が実践
に導入されていることがわかる。
　なお，筆者の観察時は，筆者の訪問に合わせた特別
な内容［子どもたちが筆者へプレゼントしてくれたテ
クストの朗読，日本語の紹介と日本についての質疑応
答，ある男の子による日本の写真の紹介］や，直前に
迫った演劇の大会に向けての練習などに多くの時間が
とられてしまい，観察した範囲内では，クラス全体で
取り組む学習や活動内容が多かった。
歓　「コンフェランス［自由研究の発表］」（la confe' rence）
　「フレネ教育」では，子どもが自分の興味・関心の
あるテーマについて，調べ学習・探究学習を行ない，
その成果を発表する実践を「コンフェランス」と呼ん
でいる。「コンフェランス［自由研究の発表］」は，個
人の学びの成果とその表現を「共同体」で共有する場
となる。
　一方，「ビズ学校」では，上述したように，子どもが
自分の興味・関心のあるテーマについて探究し，その
内容についてまとめた「アルバム」［＝手作りの本：
筆者註］を，クラスの皆の前で読みながら発表するこ
とが，「コンフェランス［自由研究の発表］」として実
践されている。「アルバム」の実践方法や製作方法は，
そのクラスによって異なるが，「ビズ学校」では，［ファ
イルに綴じて使用する］薄く透明な柔らかいクリヤー
ポケットの一枚一枚の中に１ページずつ入れ，すべて
のページのクリヤーポケットをまとめて，左側の綴じ
穴の部分を数箇所ひもで結んで綴じて製作している。
　筆者の訪問時，CM２［小学校第５学年］の女の子が
「猫　リュリュ」というテーマで，自分が飼っている
猫について製作した「アルバム」の内容を発表した。い
よいよ発表が始まるという時，発表者の女の子は，教
室全体が静かになるのをしばらく待ち，皆の聴く態勢
ができた頃合いを見計らって，発表し始めた。聴き手
の子どもたちの手もとには，「質問　～コンフェラン
ス中の学習カード～」と書かれた質問用紙が既に配布
されていた。この質問用紙の上部には，「○○○［発表
者の女の子の名前：筆者註］による≪リュリュ≫」と
いうタイトルが書いてあり，発表内容に関する質問が
５問書いてあった。発表者の女の子は，自分が製作し
た「アルバム」の内容を読みながら，適宜，補足説明
を加えながら発表していた。自分が描いたイラストを
クラスの皆に向かって見せたり，教室前方にあるパソ
コンの画面で写真を提示したり，聴き手にわかりやす
いように工夫しながら発表していた。
　発表終了後すぐに，クラス全員が順番に感想を発表
したり，質問をしたりしていた。この様子を観察して
感じたことは，他者の発表について，ていねいに，な
おかつ率直に，自分の言葉でコメントをする子どもた
ちが多いことである。ある５年生の男の子は，次のよ
うに発言していた。
　「あるページには，短い文章が書いてあって，ページ
の真ん中にとても小さな絵（イラスト）が描いてあっ
たけど，余白の部分がたくさんあったのが気になりま
した。それから，申し訳ないんだけど，質問用紙の最
初の質問が，少し［簡単すぎて：筆者註］ばかげてい
る感じがしました。なぜならば，質問が『猫の名前は
何ですか？』で，コンフェランスのタイトルが「リュ
リュ」だから……。」
　このような率直な意見が多かったため，このクラス
の子どもたち同士の間には，お互いに自分の考えを他
者に安心して表現し合える信頼関係が成立している，
と筆者は捉えた。
　全員がコメントを発表し終えると，質問用紙に書か
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れた５つの質問について， １問ずつ，子どもたちが答
えを発表し，クラス全体で確認しながら，担任教師が
答えを板書していった。このように，聴き手は発表を
単に聴くだけではなく，内容をしっかり理解しながら
集中して聴くことが求められる。なお，最近の同校の
「学校新聞」『Le petit journal de Bizu』には，発表さ
れた「アルバム」の内容と質問用紙の質問項目も掲載
されている。従って，同校の「学校新聞」をメールで
受信する世界の人々も，子どもたちの「コンフェラン
ス［自由研究の発表］」の具体的な内容を，即座に知る
ことができる。
汗　「集会（la re' union）」
　２００９年３月にフランスで行なった調査の際に，「ビ
ズ学校」における「集会」と，「モーホガール初等学
校」の小学生クラスにおける「集会」も観察した。そ
こで，比較するために，二校の「集会」の様子につい
て取り上げたい。
　①　「ビズ学校」における「集会」
　「ビズ学校」では，「集会」は一週間に一回開かれる。
ただし，急いで話し合う必要がある時は，すぐに話し
合う。子どもたちは，「集会」で話し合いたいことがあ
ると，随時，教室の左側前方に置かれた大判用紙に，
自分の名前を添えて自由に記入する【図１を参照】。
この大判用紙に書かれた内容に基づいて，議長を担当
する子どもが「集会」を進行する。
　２０１０年３月１３日（金），午後４時過ぎから「集会」が
開かれた。議長が，大判用紙に書かれた内容の中から
順番に，まず一つ目の内容を読み上げる。その内容に
ついて発言したい人は最初に挙手をする。書記がその
人たちの名前を，発言者リストの名簿に「／」の印で
チェックしていき，議長はチェックされた人たち一人
ひとりの名前を「○○○［名前］，（手を）降ろして」
と言いながら，手を降ろさせる。そして，発言者リス
トの名簿にチェックされた子どもたちを，議長が順番
に指名し，指名された子どもが発言する。発言が終わ
ると，書記はさきほどの発言者リストの名簿の「／」
の上に重ねて，一本の線を逆向きにチェックを入れ
て，「×」印になるように記入していく。従って，この
発言者リストを見れば，その「集会」において誰が挙
手し，誰がまだ発言が終わっていないか，ということ
がわかるようになっている。また，過去に遡って統計
としてみれば，誰が発言が多くて誰が少ないか，とい
うことも一目でわかる。以上のような形式で，一つひ
とつの議題についての話し合いが進められていった。
自由な発言は認められず，挙手による発言と，議長の
進行に従うことが厳格に求められ，硬い雰囲気の中で
話し合いが進められていた。この日の議題として話し
合われた内容としては，例えば，「議長に従ってくれな
い」，「誰もドアを閉めてくれない」という議題につい
てなどがあった。「集会」では，子どもたちの年齢差，
学年差を越えて，一人ひとりが「共同体」の一員とし
て発言し，より良い学校生活を求めて話し合いに参加
していた。
　なお，この日の「集会」の途中で，二つの地方新聞
の新聞記者二名が，筆者の「ビズ学校」訪問について
新聞記事２１）にするために，学校へ取材に来られた。そ
のため，「集会」の話し合いが中断してしまい，通常よ
りも話し合う議題の数が少なくなってしまったようで
ある。一方，新聞記者の訪問の際には，筆者だけでは
なく，子どもたちと担任教師もインタビューを受けた
が，子どもたちは，自分たちが日々取り組んでいる
「フレネ教育」の実践について，何をどのように取り
組んでいるのか，的確に答えていた。筆者は，ヴァン
スの「フレネ学校」，「モーホガール初等学校」など，
「フレネ教育」を実践に導入している学級をいくつか
訪問してきたが，どの学級の子どもたちも共通して，
「ビズ学校」の子どもたちのように，自分たちが学ん
でいること，活動していることについて，訪問客に対
してきちんと説明できていた。
　ところで，２０１０年１０月１９日付けの同校の「学校新
聞」『Le petit journal de Bizu』の内容の一部は，「私
たちの生活の規則」（２０１０年１０月１８日版）であった２２）。
この「私たちの生活の規則」（２０１０年１０月１８日版）を翻
訳したものを，【表】として掲載しておく。この中で，
「ビズ学校の子どもたちによって提案され，議論さ
れ，可決された生活の規則」とあるように，学校にお
ける規則も，「集会」において子どもたち自身で話し
合って決めている。
　②　「モーホガール初等学校」における「集会」
　２００９年３月９日（月）～１１日（水）に訪問した「モー
ホガール初等学校」の小学生クラスでは，「集会」は３
月９日（月）と１０日（火）の二日間とも実践されてい
た。［なお， ３月１１日（水）は，学習に困難を抱えてい
る子どもたちだけが登校し，午前９時～１１時の２時間
のみ，「個別支援［補習］（l'aide personnalis姦e）」が
行われていた。］「集会」では，子どもたちと教師とが，
教室の前方にあるテーブルの周りに集まって座り，発
６４ 坂本：フランスの「ビズ学校」における異年齢学級の実践
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【表】ビズ学校の「私たちの生活の規則」（２０１０年１０月１８日版）　［翻訳：坂本明美］
　　　（Le petit journal de Bizu, Ecole Bizu, mardi １９ octobre ２０１０ ‐ ２より）
表したい子どもが挙手して発表する。自分の学びや活
動の成果としての作品［「自由テクスト」の発表も含
める］などを紹介したり，子ども向けに発行されてい
る新聞の記事の内容を紹介したり，個人の計画やクラ
スの計画について話し合ったりしていた。「集会」は，
個人の学びや情報などを「共同体」で交流し，共有し
合う時間となっていた。
　具体的に，２０１０年３月１０日（火）の午前中に開かれ
た「集会」の内容は，次の通りであった。
　・２名の男の子が順番に，自分が書いたテクストを
読み上げる。
　・女の子が，その日の午後，友だちと二人で「イ
ル・フロッタン」というお菓子を作ってクラスの
皆にふるまう予定であることを報告し，そのた
め，「イル・フロッタン」が嫌いな人を確認する。
担任教師フィリップの助言により，「イル・フロッ
タン」というお菓子について，発表者の女の子が
まず説明する。その女の子は，続いて，筆者が日
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本のお土産として贈ったけん玉を披露した。
　・筆者が紙に書いてあげた日本語を，女の子が皆に
提示して紹介する。
　・女の子が，図形に関するプリントの内容からヒン
トを得て，自分で作った切り紙の作品を紹介す
る。
　・男の子が，子ども向けの新聞『Mon Quotidien』
の記事の内容を紹介する。
　・レゴブロックの作品を作った男の子が，自分から
挙手して発言しないため，担任教師フィリップが
彼に発言をするように促す。⇒その男の子が，自
分が作ったレゴブロックの作品を紹介する。
　・担任教師フィリップが，韓国人からプレゼントさ
れた，折り紙に関する本を紹介する。
　・女の子が，日本語の文字を粘土で作って表現した
作品を紹介する。
　以上の内容であった。教室前方にあるテーブルに備
え付けられている長椅子に座りきれない子どもは，近
くの机の上に座っている。「議長」はおらず，発言が終
わった人が，手［指］を挙げて発言の機会を待ってい
る人の中から次の発表者を指名する。教師も「共同体」
の一員として，手［指］を挙げて発言をしていた。全
体的に柔らかい雰囲気の中で「集会」が進められてい
た。
　同校のホームページに掲載されている内容［２０１０年１０
月５日に検索した内容］によると，スポーツがある金曜
日を除いて，午前と午後，紹介したいことを発表する「集
会」を開いているという。また，以前は，「議長」が
「集会」を運営していたが，現在では「議長」が必要
なくなり，上述したように，発表者が次の発表者を指
名するようになったという［http://ww３.ac-creteil. 
fr/Ecoles/７７/ece-mauregard/notre_classe.htm］。ま
た，２０１０年４月７日付けの共同で書かれた「自由テク
スト」の内容によると，「集会（des r姦unions）」は「話す
ため」であり，「会議（des conseils）」は「クラスで
物事を決めるため」に開かれるという［http://ww３.ac-
creteil.fr/Ecoles/７７/ece-mauregard/dans_la_classe. 
htm］。従って，「集会」と「会議」とで内容を分けて
実践していることがわかる。なお，２００９年３月の訪問
時には，同校の「会議」は観察できなかった。また，
筆者が２００７年３月に担任教師フィリップの前任校の
「マリー・キュリー学校（Ecole Marie Curie）」の彼
の教室を観察した時は，「会議」で協議するような内容
も「集会」の中で話し合っている，とフィリップは説
明していた２３）。当然のことではあるが，同じ教師の実
践であっても，担任するクラスの状況や子どもたちの
状況によって，実践内容は変わっていく，ということ
を改めて認識した。
　以上みてきたように，「ビズ学校」と「モーホガール
初等学校」の２校における「集会」の運営や進め方，
内容，雰囲気が異なっており，それぞれのクラスの個
性や，実践における特徴が浮き彫りになっていた。
おわりに
　藤井によると，フランスにおいて２００１年の時点で
は，「市町村間広域行政学校統合（RPI）」が行われる
場合，約８割が「分散型」であったという２４）。本稿で
取り上げた「ビズ学校」も，フランスの農村において，
三つの市町村間で「分散型」の「市町村間広域行政学
校統合（RPI）」を行なっている学校の一つであった。
筆者の訪問時，「ビズ学校」では，小学校第２～５学年
の子どもたち２６名が一つのクラスで学んでいた。即
ち，全校に１クラスしかない単級学校の異年齢学級で
あった。このような「農村学校」の小規模校である
「ビズ学校」の異年齢学級において，「フレネ技術」が
部分的に教育実践に導入されていた。
　「ビズ学校」では，担任教師エルベの独自性により，
フランスにおいていち早く教室にコンピュータを導入
していたことも，特筆に値する。実際に筆者の訪問時
に出会った子どもたちも，コンピュータに十分慣れ親
しんでいた。しかし，筆者が注目したいことは，単に
子どもたちがコンピュータに慣れ親しみ，インター
ネットで検索機能などを容易に使いこなしていること
ではない。彼らが，ホームページやメールを媒介に，
「学校新聞」を中心として，子どもたち自身の自由な
表現や，彼ら自身の学びの成果を世界に発信し続け，
目に見えないさまざまな人々とつながり合い，交流を
続けているということである。その子どもたちの自由
な表現を支えるためにも重要になってくると思われる
が，同校では，特に「書くこと」を重視しているよう
に窺えた。
　「ビズ学校」の実践を「フレネ教育」の導入の視点か
ら考察すると，上述したように，子どもたちの自由な
表現をもとに製作される「学校新聞」，子どもたちが自
分の興味・関心のあるテーマについて探究し，その成
果を発表する「コンフェランス［自由研究の発表］」，
子どもたちと教師とが共同体の一員として，学校や学
級における生活などについて協議し合う「集会」など，
いくつかの「フレネ技術」が導入されていた。しかし
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ながら，「仕事の計画［計画表］」は導入されていなかっ
た。そのため，子どもたちが「計画表」を媒介に，自
分で学習や活動の計画を立てて，学習の自己運営をし
ていく姿は見られなかった。それは，「仕事の計画［計
画表］」を導入しようと試みた担任教師エルベが，子
どもたちの実態を捉え，必要性を感じないと判断した
ためであった。
　しかしながら，教室には「フレネ教育」のシリーズ
として発行された「学習材」を中心に，豊富な「学習
材」が備えられており，子どもたち一人ひとりの学習
リズムや進度に合わせて，各自で個別学習を進めてい
くことができるようになっていた。さまざまな学年の
子どもたちが学んでいる異年齢学級において，これら
の「学習材」は，子どもたちの多様性に応えるために
不可欠であり，「ビズ学校」においても重要な役割を果
たしていた。さらに，子どもたちの興味・関心に基づ
いて探究的な学びを進めることができるような『学習
文庫（BT）』のシリーズなどの「学習材」も備えられ
ていた。そして，子どもたちのたくさんの手作りの
「アルバム」も，分野ごとに番号で分類・整理され，
保存・蓄積されており，これらの「アルバム」が，ク
ラスにおける共有財産として，子どもたちの「学習材」
の一つとして貢献していた。
　一方，「モーホガール初等学校」との比較・考察か
ら，座席の配置の仕方の違い，「集会」の進め方や内容
の違いも浮き彫りになった。さらに，「仕事の計画［計
画表］」の導入の有無も，教育実践として大きな相違点
となるだろう。「フレネ技術」とよばれる諸技術のどの
部分をどのように導入し，それをどのようにクラスで
子どもたちと実践していくか，ということによって
も，教育実践は異なってくる。そこでは，単に「技術」
の問題だけはなく，その教師の考え方や，教師の独自
性も深くかかわってくる。
注
１）フランスにおいて「フレネ技術」を導入した教育
実践について，筆者がこれまで「異年齢学級」に焦
点を当てて研究を行なったものは，苑～鴛である。
そのうち，薗～鴛の４つの研究は，本稿の研究と同
じ科研費の助成を受けて行なった研究成果の一部で
ある。
　苑　坂本明美「「異年齢学級」における「協同的な教
育」の実践　―フランスの公立小学校における
フィリップ・ラミ学級（Cycle３）を通して―」山
形大学教職研究総合センター『山形大学教職・教
育実践研究』第１号，２００６年，pp． １～１０
　薗　坂本明美「フレネ学校における教育実践 
―「異年齢学級」に着目して―」産業教育研究連
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年２月号，No．６６７，pp．５４～５９
　遠　坂本明美「フランスにおける「フレネ技術」を
導入した異年齢学級の教育実践　～「異質性」と
「多様性」を尊重した「共同体」の一員としての
子ども～」フランス教育学会第２５回大会（於　宇
都宮大学）自由研究発表，２００７年９月１７日
　鉛　坂本明美「フランスの異年齢学級において「フ
レネ技術」を導入した教育実践　―「モーホガー
ル初等学校」と「ビズ学校」を中心に―」日本教
育方法学会第４６回大会（於　国士舘大学），「自由
研究１」，２０１０年１０月９日
　鴛　坂本明美「フランスの公立小学校の異年齢学級
において「フレネ技術」を導入した，フィリッ
プ・ラミの教育実践　―「マリー・キュリー学
校」と「モーホガール初等学校」における実践を
中心に―」『山形大学紀要（教育科学）』第１５巻，
第２号，２０１１年２月発行，pp．１１～３５（１０５～１２９）
２）赤星まゆみ「フランスの新教育運動と実験学校芋
　―異学年混成学級の教育実践―」日本教育方法学
会第４６回大会（於　国士舘大学），「自由研究１」，
２０１０年１０月９日
３）藤井穂高「フランスの小学校配置制度と「農村学
校」」，フランスにおける排除と包摂研究会（研究代
表者：古沢常雄）「フランスにおける社会的排除の
メカニズムと学校教育の再構築」（平成１９～２１年度科
研費補助金報告書），平成２２年３月，pp． １～１２
４）坂本明美「フランスの公立小学校の異年齢学級に
おいて「フレネ技術」を導入した，フィリップ・ラ
ミの教育実践　―「マリー・キュリー学校」と
「モーホガール初等学校」における実践を中心に―」
前掲
５）注の１）を参照のこと。
６）坂本明美「フランスの異年齢学級において「フレ
ネ技術」を導入した教育実践　―「モーホガール初
等学校」と「ビズ学校」を中心に―」日本教育方法
学会第４６回大会（於　国士舘大学），「自由研究１」，
２０１０年１０月９日（当日配布資料）
７）「フレネ教育」については，例えば，次のような文
献を参照のこと。セレスタン・フレネ著，石川慶子
／若狭蔵之助訳『フランスの現代学校』明治図書，
１９７９年。セレスタン・フレネ著，宮ヶ谷徳三訳『手
６８ 坂本：フランスの「ビズ学校」における異年齢学級の実践
仕事を学校へ』黎明書房，１９８４年。セレスタン・フ
レネ，宮ヶ谷徳三『仕事の教育』明治図書，１９８６年。
８）http://www.ecolebizu.org/（ホームページの画面
の２７ juilet ２０１０の“Compte rendu de la visite de 
la RIDEF”をクリックして開いた文章より）
９）本稿においては，“regroupement p姦dagogique 
intercommunal”の訳語として，藤井穂高による
「市町村間広域行政学校統合」という訳語をお借り
した。藤井穂高「フランスの小学校配置制度と「農
村学校」」，前掲，特にｐ． ８の記述より。
１０）藤井穂高「フランスの小学校配置制度と「農村学
校」」，前掲，ｐ． ８
１１）藤井穂高，前掲，ｐ． ９
１２）藤井穂高，前掲，ｐ． ９
１３）“Ecoles num姦riques rurales”の訳語として，「農
村部の小学校デジタル化計画」は，小島佳子による
訳語をお借りした。小島佳子「フランス」，文部科学
省『諸外国の教育動向　２００９年度版』明石書店，２０１０
年，ｐ．１１９
１４）“Ecoles num姦riques rurales”についての小島の
記述は，次の文献による。小島佳子「フランス」，文
部科学省『諸外国の教育動向　２００９年度版』明石書
店，２０１０年，pp．１１９～１２０
１５）http://www.educnet.education.fr/primaire/ecole-
numerique-rurale
１６）【図２】は坂本が作成した図であり，坂本の次の
拙稿のｐ．２３（１１７）で掲載された図である。坂本明
美「フランスの公立小学校の異年齢学級において
「フレネ技術」を導入した，フィリップ・ラミの教
育実践　―「マリー・キュリー学校」と「モーホ
ガール初等学校」における実践を中心に―」『山形大
学紀要（教育科学）』第１５巻，第２号，２０１１年２月発
行，pp．１１～３５（１０５～１２９）
１７）坂本明美「フランスの公立小学校の異年齢学級に
おいて「フレネ技術」を導入した，フィリップ・ラ
ミの教育実践　―「マリー・キュリー学校」と
「モーホガール初等学校」における実践を中心 
に―」前掲，特にpp．２１～３４（１１５～１２８）
１８）Herv姦 Moul姦“La cl@sse num姦rique”，Le 
Nouvel Educateur, no. １４８, Avril ２００３, PEMF, pp． ９-
１２　特に，pp．１０-１１
１９）Le petit journal de Bizu, Ecole Bizu, mardi １５ 
septembre ２００９
２０）Le petit journal de Bizu, Ecole Bizu, lundi １１ 
octobre ２０１０
２１）次の２社の新聞記事に，筆者の「ビズ学校」訪問
に関する記事が掲載されている。①“Ak姦mi 
Sakamoto en mission de recherche 冠 l'姦cole 
Bizu”，（BEAUMONT-PIED-DE-BOEUF），Le Haut 
Anjou，２０ mars ２００９　②“Une enseignante 
japonaise en classe 冠 Beaumont”，（Beaumont-
Pied-de-Boeuf），Les Nouveles de Sable' ，１９ mars 
２００９
２２）Le petit journal de Bizu, Ecole Bizu, mardi １９ 
octobre ２０１０ - ２
２３）坂本明美「フランスにおける「フレネ技術」を導
入した異年齢学級の教育実践　～「異質性」と「多
様性」を尊重した「共同体」の一員としての子ど 
も～」フランス教育学会第２５回大会（於　宇都宮大
学）自由研究発表，２００７年９月１７日（当日配布資
料）
２４）藤井穂高，前掲，ｐ． ９
【付記】本稿は，平成１８年度～平成２０年度　独立行政
法人日本学術振興会科学研究費補助金（若手研究（ス
タートアップ））の交付を受けて行なった研究成果の
一部である。「フランスにおける「フレネ技術」を導入
した異年齢学級と，日本の複式学級との比較」（課題番
号１８８３００１１）研究代表者：坂本明美（平成１９年度の途
中で育児休業等による一時中断）
６９山形大学　教職・教育実践研究　６，５５～６９，２０１１
